
愛知教育大学　幼児教育研究　第13号

保育環境における遊具の種類と幼児の遊びについて

愛知教育大学大学院２年　千田　隆弘

Ｉ研究目的

　子どもは「遊び」によって育ち､それを助ける物として「おもちゃ」がある。私は「子どもが遊ぶ」

場である「おもちゃ図書館（おもちゃをそこへ訪れる子どもたちに貸し出したり遊ばせたりする場）」

やいくつかの園を見てきて、場によって置いてあるものに差異があると感じた。

　幼稚園教育要領において「遊び」が重要であると言われているが、具体的にどのような「遊具・玩

具」を揃えれば良いかということは1995年に幼稚園設置基準が改定されてから書かれておらず、保育

者に委ねられている。また、保育環境における遊具全体を網羅した研究は見当たらない。そこで本研

究では、現在、具体的に園にはどのような遊具があり、それらは学年別や公立と私立、幼稚園と保育

所別に見るとどのような傾向があるのか、子どものどのような遊びに繋がっているか実態を調査し、

問題点について検討したい。

　本研究では「遊び」に用いられる物を「遊具」とし、図１のように

広義的に捉えて､玩具（おもちや）、絵本､楽器､動植物も含めている。

ただし生活用具は除く。

　特に動物を含めたことについては、子どもの姿を参考にしている。

それは、虫の歩き方を観察したり、魚の形や動きを眺めたり、小動物

に触れて感触を確かめたりして遊んでいる姿である。また、アリを踏

みつけてみたり、バックの脚をちぎってどのような動きをするのか見
図１

生活用具

てみたりするという、一見残酷でそこに居合わせた大人には働きかけが要求されるが、そこから生命

を学んでいる光景もある。よって、ここでは子どもが主体的に関われる動物についても含めている。

　次に遊具を分類するため、「遊びの分類」を調べた。

（1）ビューラーの分類　心理的な機能の面から分類

①感覚遊び（機能遊び）

②運動遊び

③模倣遊び（想像遊び・ごっこ遊び）

④構成遊び（想像遊び）

⑤受容遊び

（2）カイヨワの分類　遊びの根本的な態度を視点に分類

①競技遊び（アゴン：ギリシヤ語で競技の意味）

②偶然遊び（アレア：ギリシヤ語でサイコロ、サイコロ遊びの意味）

③模倣遊び（ミミクリ：英語でものまねの意味）

④眩彙遊び（イリンクス：ギリシヤ語で渦巻きの意味）

（3）ピアジェの分類　精神機能の発達的視点から分類
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①機能行使の遊び

②シンボル遊び（ごっこ遊び・想像遊び・模倣遊び）

③ルール遊び

そしてこれらの分類から次の「遊具の分類」を導き出し、これを基に調査した。

　①感覚遊具…五感で楽しむ遊具（例：シャボン玉、砂、楽器）

　②運動遊具…体を動かして楽しむ遊具（例：ブランコ、跳び縄、ボール）

　③模倣遊具…真似たりなりきったりして楽しむ遊具（例：ままごと、ぬいぐるみ、ミニカー）

　④構成遊具…かいたりつくったりして楽しむ遊具（例：砂、つみき、クレヨン）

　⑤受容遊具…知識を得るなど受動的に楽しむ遊具（例：動植物、絵本、写真）

　⑤規則遊具…ルールにしたがって楽しむ遊具（例：かるた、トランプ、すごろく）

Ⅱ観察調査

１．目的

　保育環境にある遊具やコーナーを具体的に知ると共に、その場での子どもの遊びを見る。

２。方法

　2006年10月から11月にかけて、愛知県内

の公立幼稚園４園、私立幼稚園４園、公立

保育所３園、私立保育所３園、夜間保育所

１園の計15園を対象として各学年１クラス

と廊下や園庭などの共有場所にある遊具

とコーナーを調査した。

３．結果と考察

　各園の遊具とコーナーをまとめ、「遊具

まとめ表」を作成した。表Ｉはその例とし

て園Ａ（公立幼稚園）のものを記載した。

　その結果、コーナーについては夜間保育

所を除く14園申「ままごとコーナー」が12

園、「製作コーナー」が８園、「絵本コー

ナー」が６園､「つみき･ブロックコーナー」

が４園にあることがわかり、これらが保育

環境における主なコーナーであることが

わかった。

　次に遊具の種類数を項目毎に集計し（表

II参照）、それを園別にまとめ、「学年」「遊

具の分類」「公立・私立・幼稚園・保育所」

別に集計し、グラフ化した。

（1）学年別集計結果

　どの学年も「運動遊具」「模倣遊具」「構

表Ｉ　園Ａ（公立幼稚園）の遊具まとめ表
｀、　　　３歯1･りラス　　　　　　　４歯児クラス　　　１　　　　５畿児りラス

　　触覚:砂場の砂　　　　　　　･触覚:砂場の砂

感聴覚:どこ/､マラカス(手作り)．テープ噫覚:ど71/lテープとプレイヤー

覚とブレイヤー

澱

●

触覚:砂場の砂

醵覚にすμ4ガン､テープとブレイヤー、タ

ンパ･ljン、がフタネヅト、鈴､タフロ一プ製

７カート(音楽にあわせて踊るときに使う)

４　　　　　　　　　　３：　　　　　　　　　　７

　固定こブランコ(ゴム)､うんてい、鉄棒､総合遊具【すぺり面､階段､炊.斜めローブ零時、つり楷､トンネ刈

　･非固定:乗用カー、ぽっくり、シャンどンク･固定:のばり捧
逼･(円柱状の小さなトランボリンみたいなも非固定;跳ひ箱、マ時(陣地として使ったりころがるときに使ったりするj.巧技台、

働の)、三輪旱、マット、おてだま　　　竹馬､ホヅピンク、三輪車､キックボート、乗用カー、横はしご･(巧技台の一部とし

澱　　　　　　　　　　　て)、平均台､ｼﾞ･ャンピンク、ドングリ転がしゲーム(子どもの手製)、眺び矯.小さな

具　　　　　　　　　　　フーブ、ボール類

１５゛　　　　　　　　　２５｀　　　　　　　　　　２５

ｈウ７電子レンジ（本物）机ベンチ

　ままごと:[料理1流し台(蛇口なし)、コンままごと:[料瑶]ミこキヅチン【厦し、コご

　口．蹟、おたま.スポンジたわし[食事] n!. .'なへ、おたま､ﾎﾟﾂﾞﾄ、なべ、おたま．

　はし､スプーン、フォーク､ナイフ、カツ　しゃもじ、焼きあみ[食事]食べ物〔綱の
橿プ、茶碗､皿、弁当箱、水筒、食べ物tﾄﾎﾟ･－ル、手製のサ1'ドイッ列、タブーこ･、

倣ンク｀ﾘ、マツカサ}[他]物干し台(Tか大フォーク．皿､カップ、れA.(t.弁当・

遁型つみきと棒で作ったもの)．かはん、べ[悒]電錯讐､おもちゃの時計.ﾍﾞﾂﾞﾄ

具ビーカービクニツクシート

ままごと:－

玩具:人影､ぬいぐるみ、軍､汽車と紬銘玩具:－

f木製）砂場用々－ヵ一(■f^SI)

玩具:－

29　　　　　　　　　　25r　　　　　　　　　　4

1砂場など】砂、水､せんめんき、バケ【砂場など】砂．札ﾎﾟﾂﾞﾄ、ボウル．すりa

ツ、ヌプーン、スコップに/ャベ八、水車、ねろして遊ぶ)､漑だ･て香く前者と同桟j.

砂型　　　　　　　　　　ろ、すりこき｀､しゃもじ、おたま､ストロー．も
・　㎜㎜　　r㎜㎜㎜　　㎜㎜　　　　　¬　㎜　　㎜　㎜㎜　㎜㎜つみき･ブロック:ブロック(『Bブロ･S･　つみき･ブロック:つみき(単色･同一形

ク』)、つみき、大型つみき(プラフォーし吠)､大型つみきA(木製･単色･糎有り)、

グ)　　　　　　　　　　大型つみき限｢ブラフォーミング｣多色･多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　形吠矢玉転がしつみきぴﾋﾞ'ルドアッド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロール』木製●多色●多形状)

ち、荊こし．すりおろし器(せ、けんをすり

7ップ、バヶッ、スコヅブ、シャヘ几、じよう

つみき･ブロック:つみき(木製･多色･多

形状j

　パズル:－　　　　　　　　Zfズル:一

　製作:[画材]クレヨン．水性色ペン[掻製作:[画材]鉛ー.クレヨン．えのぐ、冰･

　著]セロテープ、のり〔刃物]はさみ[他]性色ペン(8色λ油性ぺご[接着〕のや、
構トンク｀ﾘ、星型･りんご型に切り抄かれた　セロテープE刃物]はさみ[他]普通紙

成紙、四角く切られた紙.短冊状の紙.わら(白)．砥カッブ.ヤクルト容器､興奮お!7

蒼はん砥､ビニールテープ．広告亀&広告がみ．新聞紙.プラカヅブ､ストロー．割り

具紙の裸、広告紙おりがみ、貳農嫌ﾀｸが･　誓､紙箱､トイレジト々－7?一応祇テ一

　ぷ．新聞紙、自画用紙､色画用紙、紙　プ､紙片、切り抜き砥

　テーブ、宋の実)イレットペーパー芯、

　空き箱、プラ製ｶｼﾞﾌﾞ、トレィ･

パズル:－
製作:[画材1鉛藍色鉛董､クレヨン．水

性色々ン、油性色ペン、自由画帳

[接着]のり、セロテーブ、ホヂキヌ

[刃物μさみ[他]既製おりがみ、広各

紙.新聞紙､製作シート、たまご々－ス．

ヤクルト容器、ブラカジブ､トイレジトペー

バー尼kジ４ズタIマ、はりかね､ドングリ、

目打ち．つまようじ、牛乳パック、紙器､タ

フロープ、劃り箸、段ボール紙に鰐紙

ぐ丸､星、ハート)、ブラ容器パ発泡ヌチ

ロールのきびから¨、ブチプヂパなみな

みかみ''、地冊吠の色紙、普通紙(自)、

ストロー、紙スプーン、ミニゼリーカジプ、

輛ゴ瓦画用紙(いろいろな大きさj、祇

テープ、ひも、梱包材

36　　　　　　　　　　43 ６２

動植物:萬木

　本:物語､ゲーム、図鑑､学習(計23冊丿本;物語、図鑑(計22剛
受動植物rウサギ(脚下)　　　　動植物:ドングリ、ｹﾘ、マツガサ、ジュタ

Ｓ　　　　　　ダフ

具

本:物持､図鑑､ゲーム､おりがみ、迷路

{計70冊)

動植物:モルモφ(廊下)．ドングリ､マツ

カサ､ジュズダマ、スヌキ

その他:文字･数字はんこ

６　　　　　　　　　　７１　　　　　　　　　　１２

　－　　　　　　　　　　一
燈

釧

遊

-

’　　　　　　　　　　Ｏ　　　　　　　　　　o;　　　　　　　　　　Ｏ

常設:図書コーナーく本か2C00冊以上あり毎週誉し出ししている）

ｌ常設:ままごとコーナー､製作コーナー　常設:ままごとコーナー､製作コーナー、

　仮設;一　　　　　　　　　紬ｔニヱーナーｔ　　　　　　　　　　　・・－

常設:製作コーナー、音楽コーナー

仮設:－

３　　　　　　　　　　４，　　　　　　　　　３
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成遊具」と比べ、「感覚遊具」「受容遊具」「規則遊具」が少ないことが　表I　園Ａの遊具の種類数

わかった。種類数で集計したため遊具の分類の枠を超えての比較は難し

いが、以上のような特徴は見ることができる。また、種類数以外での集

計は今回行っておらず、例えば、絵本に関しては冊数ではなく、物語や

図鑑などの種類数で集計している。

（2）遊具の分類別集計結果

　学年で比較すると、「感覚遊具」「運動遊具」「構成遊具」「受容遊具打規

則遊具」の数は学年と共に増加し、「模倣遊具」「コーナー」は減少する

ことがわかった。特に、「模倣遊具」は大きく減り、「構成遊具」は大き

く増えている。ビューラーは、模倣遊びの発現頻度は４歳から５歳にか

けて激減すると述べている。また、成長と共に遊びに必要なものを自分

＼ 3歳 4歳 5歳

感
覚
４ ３ ア

運
動
１５ 25 25

模
倣 29 25

４

構
成
36 43 62

受

容
６ ７ １２

規
則
０ ０ ０

ｺ｀

ナー ３ ４ ３

たちで作るようになることなどがこのような傾向に表れたのではないかと考えられる。

（3）公立・私立・幼稚園・保育所別集計結果（表Ⅲ）

　次のことがわかった。

①感覚遊具　私立よりは公立、保育所よりは幼

稚園の方が多く、公立幼稚園は私立保育所の約

表Ⅲ　公立・私立・幼稚園・保育所別集計結果

①感覚遊具　　　　　　　　　　　　②運動遊具
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とがわかる。

③模倣遊具　公立幼稚園が他と比べてとても多
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④構成遊具　公立幼稚園が最も多く、次いで公

立保育所、私立保育所、私立幼稚園の順であっ

た．公立園は「製作」の材料などの数を多く揃

－　ミ　　Ｓ　Ｓ．ｋ　　ｉｊゝ　．･←一心.l・　●　t　・　－　ミ・．-えていたため、それが反映されたようである。

⑤受容遊具　私立よりも公立、幼稚園よりも保

育所がやや多くあるという結果が出た。総平均

自体の数が他の遊具と比べて少ないことは、本

の冊数ではなく種類数で集計していることが影

響しているからだと思う。

⑥規則遊具　総平均値の２倍以上の数が公立保

育所にあることがわかった。総数が他の遊具と

比べて少ないのではっきりしたことは言えない
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各遊具の総平均のグラフ

愚筧　ｌ助　模倣　構成　受容　鍼馴
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が、公立保育所以外は規則遊具への関心が低いと感じられる。

　以上のことから、公立園と比べて私立園は運動遊具以外の遊具の種類が少ないことがわかった。公
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立園の民営化が進む現在、子どもの発達や遊びの充実を考えるとこの傾向はやや問題があるのではな

いだろうか。次に、幼稚園と保育所の差に着目してみると、「②運動遊具」は保育所に、「③模倣遊具」

と「④構成遊具」は幼稚園に多いという傾向が見られた。これは保育所では外遊びを保育の中心に考

えており、幼稚園はコーナーも多く、室内遊びも視野に入れているという背景があるのかもしれない。

これらについてはより詳しい調査・分析が必要であろう。

Ⅲ。アンケート調査

１．目的

　観察調査では確認しきれない普段の子どもの姿や、遊具環境に対する保育者の考えを知る。

２．方法

　観察調査を行った園の園長14名と各学年担任計50名に対し、以下のアンヶ－ト調査を観察と同時に

実施した。（［回収率88％、有効回答数56名］

Ａ。遊具環境と遊びについて（１は記号回答、2～11は記述回答）

１．遊具の設定や配置について

①幼児の発達状況に合わせている

②保育のねらいとの関連に配慮している

③幼児の興味関心に配慮している

④幼児の手の届く位置に配置している

⑤季節や行事に配慮している

⑥遊具の取り出しやすさに配慮している

⑦幼児の目線に合わせて配置している

⑧音が出る遊具を置いている

⑨教育的効果が期待できる遊具を置いている

⑩キャラクター商品遊具を置いている

⑥キャラクター商品ではない遊具を置いている

⑩遊具を広げる場所を確保している

⑩移動できる遊具を片付ける場所を決めている

⑨遊びの種類や性格によってコーナーを作っている

⑩遊具は男児向けか女児向けかに配慮している

⑩遊具に記された年齢表示（３才児以上向けなど）を参考にしている

⑤布や木、プラスチック、金属など、多様な素材と関われるように配慮している

２．意識して置いている遊具の名とその理由

３．意識して置かないようにしている遊具の名とその理由

４．遊具の数や種類についての考え

５．遊具での遊び方をみて問題を感じている点

６．現在、一番人気のある遊具とそれで遊ぶ様子

７．男女での人気や遊び方の違いがある遊具とそれで遊ぶ様子

８．本来の遊び方と違う遊び方をしている遊具とその様子

９．自由遊びでしか扱わない遊具
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10.課題遊びでしか扱わない遊具

11. (担当クラスに限らず）これまでの保育経験で遊具を置いて良かったことや悪かったこと

Ｂ．遊具の安全面、衛生面について（記号回答）

●
１

尖った部分がある遊具は置かない

ii　誤飲のおそれのある遊具は置かない

iii　口に入る可能性がある遊具は、素材や着色料に配慮している

iv　遊具はＳＴマークのついているものを置くようにしている

Ｖ　汚れにくい素材の遊具を選んでいる

Ｃ．遊具と幼児の遊びについての意見（記述回答）

３。結果と考察

　記号回答の設問（①～⑩とｉ～Ｖ）では、よくあてはまるものには○､ややあてはまるものには○、

ややあてはまらないものには△、全くあてはまらないものには×の４段階で回答を求め、○を３、○

を２、△を１、×をＯとして換算し、合計､平均を出した。そしてそれらを「園長と各学年担任」「公

立・私立・幼稚園・保育所」「保育経験年数」別に集計したところ、次のような傾向が見られた。

（1）「園長と各学年担任」別集計

　各項目の値の大きいものを第５位までまとめると表Ⅳとなる。この表から、全ての列に「③幼児

の興味関心に配慮している」があるという共通部分がある一方、園長には無い「④幼児の手の届く

位置に配置している」が各担任にはあるという、立場の違いからの傾向などがわかった。また、「①

幼児の発達状況に合わせている」という保育の基本とも言うべきものについても、園長と担任とでは

意識の差があることがわかった。

（2）「公立・私立・幼稚園・保育所」別集計

　公立幼稚園は④⑥⑦⑩⑩⑨という遊具環境に

対する意識が他に比べて特に高いことがわかり、

公立保育所は③⑩⑥Ｖが高く、子どもの心への配

慮などが見て取れた。尚、私立園は他と比べて

も特に高い数値は得られなかった。

　次に各項目の値の大きいものを第５位までま

とめると表Ｖとなる。

　この表から、どの列にも③④⑤があることか

表Ⅳ「園長と各学年担任」別集計ベスト５

園長 担任
平均
３歳
担任
４歳
担任
５歳
担任

１ ①2.92 ③2.75 ③2.92 ⑩2.70 ④2.85

２ ③　･･ ④･･ ④2.85 ⑩2.64 ⑩　/7

３ ②2.83 ⑩2.73 ⑦･･ ⑩2.60 ③2.77

４ ⑤2.67 ⑩2.67 ⑤　// ②2.55 ⑥2.69

５ ⑥　々 ⑥2.64 ①2.77 ③･･ ①2.62
⑦　々 ⑥々 ④な

ら、これらに対する意識はどの園も高い傾向に　表Ｖ

あることがわかる。また、数値で見ると、いず

れにも③が含まれているが､「公立」と比べて「私

立」は低いという結果が出ている。そして、①

は「公立」にのみあり、「私立」ではそれ以外へ

の意識の方が高いようである。

（3）「保育経験年数」別集計

　大きな変化はなかったが、年数が増えると共

に数値が増加しているものを挙げると、①③⑥ii

iiiiｖであり、経験年数が増えると共に、発達や
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「公立・私立・幼稚園・保育所」別集計ベ

スト５

　公立
幼稚園
　私立
幼稚園
　公立
保育所

私立
保育所

１ ①2.83 ③2.68 ③3.00 ③2.60

２ ③// ④･･ ①2.90 ④･･
３ ④// ⑩2.67 ②2.80 ⑤･･
４ ⑤/7 ⑤･･ ⑩2.78 ⑥　/ﾉ

５ ⑥･･ ⑩2.53 ④2.70 ⑦　々

⑦々 ⑥// ⑤･･ ⑥ﾉ/

⑥･･ ⑩･･
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興味関心、素材、安全面への関心が高まるようである。

　以上の（1）～（3）において「②保育のねらいとの関連に配慮している」は､他と比べて低い結果となっ

た。本来、保育環境は「保育のねらい」に関連させて設定するものであることを考えれば、今回の結

果はやや問題であるとも考えられる。

　また、Ｂの安全面、衛生面の項では、安全マークに対する認識が低いことや、５歳児でも誤飲の事

故があるにも関わらず、４歳児以上の担任は誤飲の危険はあまり想定していないことがわかった。

（4）記述回答部分について｛　｝内は回答者数

　「Ａ－２．意識して置いている遊具の名とその理由」では､発達〔2〕や季節〔4〕という「時期」と、

ままごと〔10〕廃材〔10〕つみき･ブロック〔6〕などという「遊び」､そして自然素材〔7〕という「素

材」の視点の回答があった。反対に「Ａ －３．意識して置かないようにしている遊具の名とその理由」

としては、キャラクター遊具〔8〕動きが大きい運動遊具〔8〕危険物〔6〕などの回答があった。

　「Ａ－４．遊具の数や種類についての考え」では、子どもの把握しやすい数〔9〕3歳は多く5歳は少

なく〔6〕というものと、発達〔18〕子どもの様子〔7〕時期〔4〕に合わせるという回答があった。

　「Ａ－６．現在、一番人気のある遊具とそれで遊ぶ様子」では、つみき･ブロック〔9〕製作遊具〔9〕

ままごと〔8〕乗用遊具〔6〕という回答があった。また、「Ａ－７．男女での人気や遊び方の違いが

ある遊具とそれで遊ぶ様子」では、男児はつみき・ブロック〔6〕乗用遊具〔4〕ボール〔2〕、女児は

ままごと〔5〕お絵描き〔2〕という「遊具」による違いと､同じ大型つみきでも男児は基地や乗り物、

女児は家や病院に見立てるという「遊び方」の違いの回答があった。

　「Ａ－９．自由遊びでしか扱わない遊具」では､ままごと〔15〕ブロック［13］つみき〔11〕砂場〔5〕

という回答があり、反対に「Ａ －10. 課題遊びでしか扱わない遊具」では、楽器〔5〕という回答が

主であった。

　「Ａ－11.（担当クラスに限らず）これまでの保育経験で遊具を置いて良かったことや悪かったこと」

では、「良いこと」として、人間関係を育む〔7〕遊びのきっかけになる〔4〕遊びが広がる〔5〕、そ

して「悪いこと」としてケガ〔1〕完了しないまま次の遊びをする〔1〕という回答があった。

　「Ｃ．遊具と幼児の遊びについての意見」では、発達に関する回答〔5〕などがあった。

Ⅳ。各遊具とコーナーについての考察と提言

１．感覚遊具

　これは他と比べて､種類も数も少ないことがわかった。砂場の砂はどの園にもあったが､楽器はあっ

ても普段は遊べない園が多くあった。本物の楽器が難しければ廃材の楽器を置くなど、もっと五感に

触れる遊具を増やしても良いのではないだろうか。

２．運動遊具

　1995年に改定される前の幼稚園設置基準では「すべり台」「ブランコ」「砂遊び場」を備えなければ

ならないと書かれていたが、現在は「すべり台」と「砂遊び場」は全ての園（夜間保育所を除く）に

あったものの、「ブランコ」は保育所にはあるが、幼稚園には少ないことがわかった。３歳では危険

なので置いていないという意見もあったが、ゴム製のものを設置して安全面に配慮している園もあっ

た。「ブランコ」は子どもにとって魅力ある遊具であることを考えれば、取り除くのではなく、安全

面に工夫して設置してはどうだろうか。

３．模倣遊具

　いわゆる女児向けの「ままごとコーナー」「ぬいぐるみ」「人形」「ドレス」は多くの園にあったが、
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男児向けの「基地コーナー」「ロボット」「怪獣」「鎧」はなかった。（ただし､「怪獣」は１保育所､「ロ

ボット」「怪獣」は夜間保育所にあった。）男児は「戦いごっこ」や「擬音を使った遊び」が好きだと

思う。例えば「戦いごっこ」では友人同士で戦うこともあるが、一緒に架空の敵と戦い団結を深める

活動ともなる。危険を予防した上で、もっとそれらを叶える環境を増やすなど、男女の遊び内容の違

いに応じた環境構成を工夫しても良いのではないだろうか。

４．構成遊具

　「つみき」は構成だけではなく、数や量を学ぶ遊具でもある。しかし､規格の違うつみき同士では「倍」

や「半分」を体験しにくく、混ぜて扱うことは難しい。これはブロックでも同様で、『レゴ』と『ダ

イヤブロック』など一見似ているが規格が異なるものは、一緒には遊びにくい。また、ヒースが不足

したままのジグソーパズルは、遊びを完了することができないので異なる規格同士のつみきやブロッ

クと同じく、子どもの「達成感」を阻害してしまう。この視点も保育環境の構成には大切ではないだ

ろうか。

５．受容遊具

　他と比べて種類が少ないことがわかった。絵本を冊数ではなく種類数で集計したことや、調査時期

が秋ということもあり虫などの小動物が少なかったこと、また、写真や地図などを貼っているクラス

が少なかったことが、このような結果につながったようである。

　また、中にはページが無いなど破損した絵本も見られたが、園によっては修理するシステムが設け

られており、物を大切に扱う心を育てているところもあったので参考にしたい。絵本は種類を増やし

つつ、扱いが雑にならないように、また、どのような絵本があるかを把握しやすいように同時に置く

冊数を減らし、適当な期間で入れ替えるという環境構成を提案したい。

６．規則遊具

　まったく置かれていない園もあれば、４歳児以上がすごろくで遊ぶ姿を見ることもできた。「規則

遊具」はルールの大切さを学ぶだけでなく人間関係を築くことにも大きく役立つので、冬など一時期

に限らず、普段から遊具環境に取り入れてはどうだろうか。

７．コーナー

　磁石や鏡、虫眼鏡などを置いた「自然科学コーナー」や、木工作ができる「大エコーナー」などは

今回見られなかったが、その理由には何かあるのだろうか。これらのようなコーナーや特別室がある

と、より遊びが広がるのではないだろうか。ただし、調査時には無かった「ままごとコーナー」が以

前は設置されていたというクラスがあったこともあり、今回のように１日だけの調査ではなく、長期

的な調査も必要だと感じたので、今後の研究課題としたい。

Ｖ。まとめ

　遊具環境を調査するにあたり、アンケート調査だけでは遊具全体の把握は困難だと感じたため、観

察調査とアンケート調査を実施した。調査前の予想では、各幼稚園と各保育所では同様な遊具環境が

あると思っていたのだが、多少の傾向があるものの、各園によって様々な遊具環境があることが本研

究を通して知ることができた。

　設置基準が無いことで各園の遊具環境は保育者に任せられているのが現状であり、園によって特色

があることや差異があることは、その地域の特性や保育者の願いが反映されていると思われるので、

一概に否定はできない。しかし、子どもが過ごす空間という意味では共通であるので、園具・教具を

整備する際の実質的な指針に先駆けた『幼稚園の園具・教具の整備等に関する調査研究協力者会議報
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告』を参考にしたい。そこには「すべり台、三輪車、野菜園、土山、かなづち、太鼓、ラジオ受信機」

など各園にあった遊具から無かった遊具まで幅広く紹介されている。

　また、調査前は遊具の種類数が多いことが遊びの充実につながるのではないかと考えていたが、そ

うとも言いきれないことがわかった。理由のひとつに「集中力」の問題がある。多数の遊具があると、

ある遊びをしていても目移りしてしまい、その遊びに集中できないということがアンケートなどから

知ることができたからだ。今回は種類数で集計して研究を進めたが、種類数以外での集計方法を検討

することについては今後の研究課題としたい。

　遊具は子どもの遊びを誘ったり発展させたりする道具であり、常にそうあるべきである。そのため

にも、遊具環境は子どもの発達に即し、思いに応えることができるよう、日々工夫を重ねていきたい。
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